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ダイヤモンド中の窒素-空孔発光中心（NV 中心）の量子状態を利用した超高感度磁気セン

サー（量子センサー）の研究開発が活発に進められている [1- 4]。複数のパルスで構成され

るダイナミカルデカップリングは量子重ね合わせ状態の位相に対する周波数フィルターの役

割を果たすため、ある特定周波数の交流磁場検出に有用であり、量子センサーの検出感度お

よび周波数高分解能の向上に用いられている。通常、ダイナミカルデカップリングを利用し

た交流磁場検出は交流磁場の振幅を如何にして高感度に測定するかを中心に研究が進められ

ている。しかし、マイクロ波分光においては振幅だけでなく位相情報も重要なパラメータで

あり、電気回路の正確な評価には振幅と位相の両者の変化を測定しなければならない。そこ

で本研究では、量子センシング方式による交流磁場測定において、どこまで高感度に位相を

検出できるかを実験および理論から考察した[5]。 

本研究では、同位体制御 12Cダイヤモンド薄膜中の

NV中心集団（~ 3×1014 cm-3）を量子センサーとして

用いた。同位体制御薄膜の成膜には原料ガス
12CH4([12C] > 99.999%)を使用した。デカップリングシ

ークエンス（Carr-Purcell-Meiboom-Gill（CPMG）シ

ークエンス、XY8 シークエンス）と、位相差が 90

度となるように交流磁場を同期させ [図１(a)]、その

とき得られた量子センサーからの信号を基準として

実験を行った。交流磁場の位相を、位相差 90度から

わずかに変化させたところ、図 1(b)のような結果が

得られた。図 1(b)の実線は、有限パルス幅を考慮し

た理論モデル [6] に基づいてプロットした。この理

論モデルを基に位相検出感度を導出したところ、パ

ルス数 N = 256のときに、本研究で用いた NV量子セ

ンサーでは 10-3オーダーの位相検出感度であること

がわかった。当日の発表では上記の詳細に加え、パ

ルス数や交流磁場振幅の依存性などを含めた交流磁

場位相検出の高感度化に関する考察を報告する。 
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図１：(a) XY8-1 シークエンスと交流磁

場。お互いの位相差が 90 度なるように

同期している。(b) 交流磁場の位相を位

相差 90 度から変化させたときの信号の

変化。 
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